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防災行政無線を使用した通信訓練の実施について

「市町村における非常電源設備等の整備等について（平成１６年１１月１日付け消防災

第２０９号、消防情第１６８号 」において 「総合防災訓練時等における防災行政無線） 、

を使用した通信訓練の実施」について示したところですが、災害発生時の防災行政無線に

よる連絡体制の点検のため、今般、下記により、防災行政無線を使用した非常通信訓練を

実施することといたしました。

つきましては、貴都道府県内の市町村に、この旨を十分に周知するとともに、貴都道府

県及び管内市町村の 連携のもと、対応に取り組んでいただくようお願いいたします。

記

１ 実施日時 平成１７年１月３１日までの間で、別添の都道府県ごとに設定する日時

２ 訓練内容

大規模災害が発生しＮＴＴ回線が遮断するとともに停電したことを想定したうえで、

非常電源を立ち上げ、都道府県防災行政無線（地域衛星通信ネットワーク）を使用し、

原則として各市町村長が自ら、都道府県防災部局及び消防庁に対し被災状況（想定）を

連絡すること。訓練の実施に際しては、所管の消防本部の消防長又はその代理の者が立

ち会うこと。

なお、地域衛星通信ネットワーク未整備都府県においては、マイクロ系の都道府県防

災行政無線にて、都府県に対し被災状況を連絡すること。

３ 実施方法

( ) 停電したことを想定した訓練であり、都道府県防災行政無線は、非常電源設備によ1
。（ 、り使用すること 自動切替方式の非常電源設備で訓練時の電源切替が困難な場合は

別途、夜間、休日等において、非常電源により機能することを確認すること ）。

( ) 消防庁連絡先 地域衛星通信ネットワーク2
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